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pPDX 株を利用して生産されたホスホリパーゼに係る食品健康影響評価について 

 

１．趣旨 

「pPDX 株を利用して生産されたホスホリパーゼ」については、令和３年１月 21 日

付けでナガセケムテックス株式会社から、遺伝子組換え添加物の安全性審査の申請が

あったことから、食品安全基本法（平成 15年法律第 48号）第 24条第 1項第 14号等

の規定に基づき、食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼するものである。 

 

２．評価依頼品目の概要 

本品目は、生産性の向上を目的として、Streptomyces violaceoruber 1326 株を宿

主とし、Streptomyces cinnamoneus NBRC 12852株由来のホスホリパーゼ遺伝子の導

入等を行った pPDX株を利用して生産されたホスホリパーゼである。 

pPDX 株に導入された遺伝子は、すべて Streptomyces属由来のものである。 

 

３．酵素の機能 

本品目は、ホスホリパーゼＤである。ホスファチジルコリンのコリン－リン酸エス

テルを加水分解して、ホスファチジン酸とコリンを生成する反応を触媒する。また、

アルコール類や糖類などとホスファチジルコリンが共存すると転移反応を触媒する。 

 

４．利用目的及び利用方法 

本品目は、ダイズや卵黄などに存在する各種リン脂質の加水分解に利用することで、

食品の乳化安定性の向上性を付与する用途や転移生成物である各種機能性リン脂質

の製造に寄与する。利用目的や利用方法は従来のホスホリパーゼと変わらない。 

 

５．海外の状況 

The British Genetic Manipulation Advisory Groupでは、Streptomyces属の近縁

性から、Streptomyces属の間の遺伝子組換えはすべてセルフクローニングと見るべ

きと主張されている。 

 

６．備考 

申請者は、本申請品目については、遺伝学上、実験的及び系統学上等の証明により自

然界において Streptomyces 属間で遺伝子交換が行われることは明らかであると考察さ

れること、また、S. violaceoruber 及び S. cinnamoneus等の間では自然に遺伝子の交

換がなされていると考えられる科学的知見があることから、pPDX 株から生産されたホ

スホリパーゼは、「組換え体と同等の遺伝子構成を持つ生細胞が自然界に存在する場合」

に該当する微生物を利用して製造されたものと考えられるとしている。 
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